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ELISPOT assay以外にはほとんどない。そこで、以前の著者の研究では、キメラ HLA class I分子
（HLA-A*0201、HLA-A*0301、HLA-A*2402、HLA-A*3101の α1/α2ドメインと H-2Dbの α３ドメイ
ンを融合させたもの）を導入した HLA class I KIマウスを用いることで hPBMCと同様のデータが得
られることを確認し、このマウスがワクチンの前臨床評価ための強力な研究ツールとなることを示
した。本研究において、著者は、さらに 2つの癌ワクチン評価法を開発した。一つ目は、マウス 20S 




















  平成 31年 1月 7日、専門委員会において、委員全員出席のもと、著者に論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行った。その結果、専門委員会委員全員によって、合格と判定された。 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（病態機構学）の学位を受け
るのに十分な資格を有するものと認める。 
